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研究成果の概要（和文）：本研究では、空間的注意の訓練を行うことで、空間並びに社会的注意が広がり、幸福
感を向上させることが可能となる全く新しいうつ病などに効果のある認知療法開発の基盤として、人のこころの
状態と注意機能の関係を明らかにした。実験では、独自のスマホアプリを開発し、日常生活の中で変化する幸福
度を記録すると同時に、視覚探索課題を遂行することを可能とした。この結果、幸福度が高い時は注意を必要と
する視覚探索課題の速度が速いことを明らかにした。これは逆に、視覚探索課題のパフォーマンスをモニターす
れば、人の幸福度を推定可能であり、課題を速くできるような訓練で幸福度を向上させる認知療法の開発が可能
であることを示した。

研究成果の概要（英文）：For developing a new cognitive mental therapy for depression, the 
relationship between the human mood and the attentional performance was studied.
There is a growing evidence to suggest that mood may affect the capacity to perform low-level 
cognitive tasks. Therefore, we examined whether a perceived happiness level affects their ability to
 detect a target in noise that required attention. We employed pop-out and serial visual search 
paradigms, implemented using a novel smartphone application that allowed search times and self-rated
 levels of happiness to be recorded. Using our smartphone application, we were able to replicate the
 classic visual search findings, and find that serial search times with the maximum numbers of 
distractors were significantly faster for high happiness levels than low happiness levels. Our 
results show that monitoring/improving attentional performance could be used for predicting/changing
 happiness levels. 

研究分野： 認知心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今日、人口の 20％に上る人が一生涯に精神
的障害の1つ’うつ病’にかかると言われて
おり、その患者のうち少なくとも 30%の人に
は投薬や認知療法の効果がなく、精神疾病が
長期化することが問題になっている(Rush
ら,2006)。 近年、この問題に神経科学の知
見を利用した治療法が開発されつつある。例
えば疾病により低下した脳活動部位を経頭
蓋磁気刺激法 (TMS) で刺激する方法は
(George ら,2010)、米国食品医薬品局(FDA)
の認可を得るなど一定の評価を得ている。し
かし、これらの方法は効果が一時的なもので
あったり、特別な器具を必要とする。 
 そこで、提案者らは神経科学に基づいた全
く新しい長期的に効果的のある可能性の高
い認知療法の開発を構想している。うつ状態
の人は自己への注意が過多で社会的に外に
注意が向かないことが広く知られている
(Pyszczynski&Greenberg,1987)。逆に人は幸
福感が高い時、社会的注意だけでなく空間的
な注意も、中心から周辺に広がることが知ら
れており(Rowe ら,2007)、同一の制御システ
ムの存在が示唆されている。空間的注意を広
範囲に向けられるようにするトレーニング
は、明確な指示ができるため容易に実行でき
る。これを利用し、注意範囲を広げることを
社会的注意にも転移させ、人の幸福感を向上
させる可能性があると考える。 
 提案者らの機能的核磁気共鳴装置(fMRI)
による予備実験から、空間的注意をシフトさ
せる時、脳内の視覚に関わる部位である後頭
葉に加え、前頭-頭頂ネットワークの活動が
顕著に現れることが確かめられている(図 1)。
一方、自己や他
者に注意を向け
た場合、前頭並
びに頭頂に顕著
な活動があるこ
とが示されてお
り(Sui ら,2013)、
社会的注意の制
御にも前頭-頭
頂ネットワーク
の関わりがある
可能性が示唆さ
れている。 
                 図 1 
 
２．研究の目的 
本研究では、空間的注意のトレーニングを
行うことで、空間並びに社会的注意が広がり、
幸福感を向上させることが可能となる全く
新しいうつ病などに効果のある認知療法開
発の基盤として、人のこころの状態と注意機
能の関係を明らかにする。 
 ポジティブ心理学を中心に、人の幸福度が
高いと注意を向けられる範囲が広がるとい
う研究が複数報告されている(Fredrickson, 
2001)。一方、同じような実験デザインでも、

人の幸福度が注意の広がりに影響を与えな
いという研究の報告もされており、議論が続
いている。この研究結果の不一致の原因の一
つに、実験室で行われる人のこころの変化を
起こさせる方法の違いが挙げられる。 
 実験室でのこころの状態を変化させる方法
には、楽しい・悲しい音楽を聞かせる、笑っ
ている・悲しい顔の絵を見せる、報酬を与え
るなどがあり、それらによって想起される感
情には違いがある可能性があり、それが研究
結果に影響を与えている可能性がある。 
 本研究では、この問題を回避し、人のここ
ろと注意の広がりの関係を明らかにするた
め、こころの状態を実験的に変化させるので
はなく、日常生活の中で生じる自然なこころ
の変化を記録すると共に、注意の状態の計測
を行う新しい実験パラダイムを開発した。 
 
 
３．研究の方法 
 当研究のために、人の幸福度を音楽などで
変化させるのではなく、日常生活の中で自然
に変化する幸福度を記録する独自のスマホ
アプリを開発し、幸福度などのこころの変化
を記録すると同時に、心理学で広く用いられ
ている注意を必要とする視覚探索課題をそ
のアプリによって遂行できるような新しい
実験パラダイムを開発した。 
実験参加者は 33 名で、それぞれの日常生活

の中で毎日、朝、昼、晩の三回、二週間にわ
たり、一回当たり五分程度スマホアプリの課
題に取り組んだ（図 2）。 

図 2 
 
課題は、タップ課題、感情評定、視覚探索課
題から構成されていた。どの課題もスマート
フォンを片
手で持ち、
利き手の人
差し指で画
面をタップ
して行うよ
う指示をし
た(図 3)。   

図 3 
 
タップ課題では、数字の 1から 9をなるべく
速く、正確にタップし、感情評定では、その
時の眠さ、ストレスの強さ、幸福度、携帯電
話の利用頻度、人とのコミュニケーション量
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を線分上の指標の位置で示した。指標の位置
は指で自由に動かすことができ、いずれの項
目も一番右がその項目の程度の高いとき、一
番左が程度の低いときとした。実験参加者に
は数字は見えないが、解析は指標の位置が一
番左を 0、一番右を 10 として行った。視覚探
索課題は、心理学で広く用いられている課題
で、妨害刺激の中のターゲットをなるべく速
く正確に探してタップする課題で(1)ポップ
アウト条件(ターゲットが即座に見つかり注
意を必要としない)と、(2)逐次探索条件(刺
激の一つ一つを調べて探し、注意を必要とす
る)があった。妨害刺激の数は 10、20、30 と
し、難易度を変化させた。 
 
 
４．研究成果 

図 4に実験参加者の視覚探索時間（全参加
者の平均と標準誤差）を示す。(1)ポップア
ウト条件では、妨害刺激の数が増えても視覚
探索時間の増加はなかった。これに対して、
(2)逐次探索条件では、妨害刺激の数が増え
るに従って確認する対象が増え、注意をそれ
らに向ける必要があるため、視覚探索時間が
増加していた。これは、広く知られている心
理学の実験室で統制された環境での結果と
同じものであった(Treisman & Gelade, 1980)。
この結果により、スマホアプリを利用するこ
とで心理実験を日常生活の中で行うことの
可能性が認められた。 

 
図 4 
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この知見の上で、それぞれの実験参加者が
実験冒頭に幸福度が高いと報告した時（各参
加者の幸福度上位 30%）と低いと報告した時
（各参加者の幸福度下位 30%）で、視覚探索
時間を分けて解析を行った(図 5)。(1)ポップ
アウト条件では、幸福度の高低による視覚探
索時間の差はなかったが、(2)逐次探索条件
では、妨害刺激が一番多かった条件（妨害刺
激の数が 30 のとき）で、幸福度が高いほど
探索時間が速いことが明らかになった(p = 
0.02)。 
このことから、幸福度が高いと、一度に注

意を向けられる範囲が広がったり、物を見る
感度が上がるようになり、妨害刺激の中のタ
ーゲットを速く探すことができることが示
された。 
  なお、比較のため、コントロールとして行
ったタップ課題の速度は、幸福度による差が
なく、幸福度によって腕や指の動きが速くな
ったのではないことが示されている。また、
幸福度以外の感情評定（眠さ、ストレスの強
さ、携帯電話の利用頻度、人とのコミュニケ
ーション量）の大きさは、どれも視覚探索時
間に影響しないという結果であった。 
したがって、これらのことから、日常生活

における自然な幸福度の変化と、視覚探索と
いう人が生きていく上で基本となるような
注意を必要とする知覚機能のパフォーマン
スに関係があることが示された。この知見に
より、逆に視覚探索課題のパフォーマンスを
スマホアプリなどを利用することでモニタ
ーすれば、人の幸福度の変化を推定できる可
能性が示された。これは、スマホアプリなど
を活用することで、うつ病などの心の病気の
兆候を未病の段階で「見える化」する手法の
開発に役立てられることが期待される。さら
に、視覚探索が速くなるようにスマホアプリ
などでトレーニングすることで、幸福度を上
げる認知療法の開発につなげ、心の未病の
「改善」を可能とする手法の研究開発につな
げることができる。 
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